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２０２４年４月１2 日 

 

 

アムンディにおける議決権行使戦略 

2023 年の総括 

 
アムンディ・ジャパン株式会社 

 

欧州を代表する資産運用会社アムンディは、２０２４年４月１１日に昨年の議決権行使の総括を発表

しました。一貫した透明性のある方法で議決権を行使することは、責任ある投資家としてのアムンデ

ィにとって重要な要素であり、エンゲージメントとともにスチュワードシップ理念の 2 つの柱を構成し

ています。アムンディは議決権行使方針1 を毎年更新し、長期的な価値創造に影響を与える可能性の

あるすべての問題を総合的に分析しています。それは、アムンディのアクティブ・オーナーシップ・アプ

ローチに沿ったものであり、各企業に対する真摯で多角的な分析に基づいています。  

総括では、アムンディがこの方針を年次株主総会（AGM）において具体的にどのように実践したか

が示されました： 

 

• アムンディは 7,751 社の 10,357 回の年次総会で議決権を行使 

• アムンディは以下の議案に賛成：  

o 88%の気候変動関連の株主総会決議 

o 83%の社会・健康・人権関連の株主総会決議に賛成 

• アムンディは、ＥＳＧの観点から取締役選任（および解任）の 8%に反対 

• 特に取締役会の適切な構成、ESG テーマに関する取締役のエンパワーメント、経営陣の報

酬と持続可能な戦略との整合性は、２０２３年にアムンディが総会において議決権を行使す

るうえでフォーカスしたテーマ 

 

 

機関投資家・法人顧客部門およびESG部門責任者 ジャン-ジャック・バルベリスは次のように述べ

ました：「アムンディは大手資産運用会社として、顧客のために運用するファンドやマンデートを通じ、

何千もの企業の株主となっています。議決権を行使することは、責任ある投資家としての私たちの役

割の中心であり、顧客の利益を守る義務でもあります。アムンディの議決権行使は、重要な環境・社

会・ガバナンス（ESG）問題を含め、長期的な価値創造に影響を与える可能性のあるすべての長期的

問題を徹底的に分析した後に行われます。」 

 

リサーチ・エンゲージメント・議決権行使のグローバル・ヘッド カロリン・ル・モーは、 「エンゲージメ

ントとともに、議決権の行使はスチュワードシップ活動の重要な柱であり、アムンディの責任投資方針

を展開するものです。アムンディの明確なアプローチは、一貫性があり、意欲的かつ現実的で、持続可

能な低炭素経済へのバランスのとれた道筋を模索し、顧客の価値を創造するものです。」と語りまし

た。 

 

アムンディでは、議決権行使方針のもとで可能な限りすべての総会で議決権が行使されており、これ

は投資家としての責任を十分に果たすものです。毎年10,000以上の総会での議決権行使を通じて、

アムンディは投資先企業と考え方を共有し、責任をもってESGへの取り組むことを求めています。 

 

  

 
1 アムンディの議決権行使方針と適用範囲に関する情報はこちらからご覧ください。 

https://about.amundi.com/esg-documentation#chapter8743
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議決権行使方針の改定とVoting Report 2023 (議決権行使報告)について 

 

 

アムンディは、議決権行使における環境・社会的配慮の統合に関する透明性を高め、2024年の議決

権行使方針において「環境・社会的課題」と題する独立した章を設けました。 

 

また、EU（欧州連合）の株主権利指令IIに従い、アムンディはＶｏｔｉｎｇ Ｒｅｐｏｒｔ ２０２３（議決権行使

報告）の付表として、重要な議決権行使の完全なリストと議決権行使決定の根拠も提供しています。

アムンディは重要な議決権行使として以下のものを挙げています： 

• サステナビリティに関する株主提案（環境、気候、労働権、人権など） 

• “Say on Climate” 気候に関する提案 

 

 

 詳細はこちらをご覧ください。 

 

 

アムンディについて 

アムンディは、欧州を代表する資産運用会社であり、世界トップ 102にランクインしています。世界で 1 億
を超える、個人投資家、機関投資家および事業法人のお客さまに、伝統的資産や実物資産のアクティブおよ
びパッシブ運用による幅広い種類の資産運用ソリューションを提供し、金融バリューチェーン全体をカバーす
る IT ツールでサービスの強化を図っています。クレディ・アグリコル・グループ傘下で、ユーロネクスト・パリ市
場に上場するアムンディは、現在、約 320 兆円3の資産を運用しています。 
世界 6 つの運用拠点4、財務・非財務のリサーチ能力および責任投資への長年の取り組みにより、アムンディ
は資産運用業界の中心的存在です。 
アムンディは、35 ヵ国を超える国と地域で約 5,500 人 3の従業員の専門知識と助言をお客さまに提供して
います。 
 

アムンディ 信頼されるパートナー 
日々、お客さまと社会のために 

 
 
 
本件に関するお問合せ先 
 
アムンディ・ジャパン株式会社 広報室  
e-mail： amundi_Japan_PR@amundi.com 
直通： 050-4561-2565 
公式ウェブサイト： amundi.co.jp 
 

 
2 出所：インベストメント・ペンション・ヨーロッパによる資産運用会社トップ 500 社（2023 年 6 月版、2022 年 12 月末の

運用資産額）に基づく 
3 2023 年 12 月末現在。運用資産額は約 2 兆 370 億ユーロ、1 ユーロ＝157.12 円で換算 
4 主要な運用拠点：ボストン、ダブリン、ロンドン、ミラノ、パリ、東京（アルファベット順） 

https://about.amundi.com/esg-documentation#chapter8743
mailto:amundi_Japan_PR@amundi.com
https://www.amundi.co.jp/
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本資料は、アムンディ・アセットマネジメントが一般・参考情報の提供を目的として作成した資料をアムンディ・ジ

ャパン（以下、弊社）が一部翻訳したものです。本資料は、本資料に含まれるいかなる金融商品の販売や媒介を意

図、または購入・売却の勧誘を目的としたものではありません。本資料は法令に基づく開示資料ではありません。

本資料は、信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性、完全性について保証する

ものではありません。本資料に記載されている内容は、全て本資料作成日以前のものであり、今後予告なしに変

更される可能性があります。本資料に含まれる情報から生じるいかなる責務（直接的、間接的を問わず）を負う

ものではありません。弊社の許可なく、本資料を複製または再配布することはできません。 
[3498499] 


